
広
が
る
暮
ら
し
方
②

仕
事多
様
化
す
る
働
き
方
と
就
業
意
識

バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
日
本
経
済
は
低
成
長
が
続
き
、

企
業
の
リ
ス
ト
ラ
に
よ
る
失
業
や
就
職
難
な
ど
市
民
の
雇
用
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。

ま
た
、
生
活
の
質
が
求
め
ら
れ
る
時
代
に
、
市
民
の
仕
事
に
対
す
る
従
来
の
価
値
観
が
ゆ
ら
ぎ
、

パ
ー
ト
や
派
遣
労
働
、
フ
リ
ー
タ
ー
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
会
社
一
辺
倒
の

「
終
身
雇
用
制
」
と
は
異
な
る
働
き
方
も
広
が
り
つ
つ
あ
る
。

厳
し
い
経
済
情
勢
が
続
く
中
で
、
市
民
の
働
き
方
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
き
た
の
か
を
、

女
性
や
中
高
年
、
若
者
の
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
考
え
て
み
よ
う
。

経
済
の
低
迷
と
就
業
環
境
の
悪
化

　
”
バ
ブ
ル
経
済
”
崩
壊
後
の
長
び
く
経
済
の
低

迷
に
よ
り
、
横
浜
市
内
の
企
業
も
厳
し
い
経
営

環
境
下
に
お
か
れ
て
い
る
。
市
内
企
業
の
景
気

動
向
を
映
す
Ｂ
Ｓ
Ｉ
値
も
平
成
５
年
以
降
は
マ

イ
ナ
ス
で
推
移
し
続
け
、
ま
た
、
昭
和
6
3
年
以

降
、
市
民
所
得
も
伸
び
悩
ん
で
い
る
。

　
少
子
高
齢
化
の
影
響
に
よ
り
市
内
の
労
働
力

人
口
は
や
や
減
少
を
見
せ
、
ま
た
、
経
済
の
低

迷
に
よ
り
市
民
に
は
や
や
厳
し
い
就
業
環
境
が

訪
れ
て
い
る
。

　
横
浜
市
の
平
成
1
2
年
の
1
5
歳
以
上
人
口
２
９

２
万
9
7
0
0
人
の
う
ち
、
労
働
力
人
口
は
１

７
６
万
6
5
0
0
人
で
、
平
成
７
年
に
比
べ
１

万
4
0
0
0
人
（
０
・
８
％
）
減
少
し
て
お
り
、

労
働
力
率
（
労
働
力
人
口
／
1
5
歳
以
上
人
口
）
も

6
0
・
３
％
で
、
平
成
７
年
に
比
べ
３
ポ
イ
ン
ト

低
下
し
て
い
る
。
一
方
、
非
労
働
力
人
口
（
家
事

従
事
者
、
通
学
者
、
高
齢
者
な
ど
）
は
、
1
0
万
人

（
９
・
９
％
）
増
の
１
１
０
万
8
2
0
0
人
で
、

1
5
歳
以
上
人
口
の
3
7
・
８
％
を
占
め
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
中
で
、
横
浜
市
の
完
全
失
業
者
は

８
万
6
5
0
0
人
（
平
成
1
2
年
）
で
、
５
年
前

と
比
べ
て
7
0
0
0
人
増
加
し
て
い
る
。
完
全

失
業
率
は
４
・
９
％
で
、
５
年
前
と
比
べ
０
・

４
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て
い
る
（
国
勢
調
査
・
平

成
1
2
年
は
抽
出
速
報
集
計
結
果
）
。

日
本
型
雇
用
の
転
換

-
-
‐
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
と
い
う

　
　
従
業
形
態
の
増
加

　
こ
う
し
た
経
済
環
境
の
悪
化
の
一
方
で
、
横

浜
市
の
産
業
構
造
全
体
が
大
き
く
変
わ
る
と
と

も
に
、
市
民
の
雇
用
形
態
や
、
企
業
の
雇
用
原

理
が
変
化
し
つ
つ
あ
る
。

　
横
浜
市
内
で
就
業
す
る
1
5
歳
以
上
の
従
業
者

数
１
３
８
万
8
9
0
0
人
を
産
業
３
部
門
別
に

み
る
と
、
「
第
一
次
産
業
」
は
１
万
２
０
０
人

（
０
・
７
％
）
、
「
第
二
次
産
業
」
は
3
6
万
４
９
０
０

人
（
2
6
・
３
％
）
、
『
第
三
次
産
業
』
は
9
8
万
4
2

0
0
人
（
7
0
・
９
％
）
と
全
体
の
７
割
を
占
め

て
お
り
、
そ
の
中
で
も
サ
ー
ビ
ス
業
が
4
2
万
8

8
0
0
人
と
全
体
の
3
0
・
９
％
を
占
め
て
い
る
。

　
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
就
業
者
は
、
製
造
業
な
ど

他
の
産
業
の
就
業
者
の
比
率
が
平
成
７
年
と
比

べ
ほ
と
ん
ど
減
少
す
る
中
で
、
７
・
８
％
増
加

し
て
い
る
。
ま
た
、
製
造
業
内
部
に
お
い
て
も
、

広がる暮らし方　８



サ
ー
ビ
ス
部
門
の
比
重
が
高
ま
っ
て
い
る
。
市

民
の
家
計
消
費
支
出
を
み
て
も
、
保
険
・
交

通
・
通
信
・
娯
楽
と
い
っ
た
サ
ー
ビ
ス
系
支
出

の
割
合
が
年
々
高
ま
る
傾
向
に
あ
り
、
雇
用
も

需
要
も
、
「
モ
ノ
」
よ
り
「
サ
ー
ビ
ス
」
を
志
向

す
る
産
業
構
造
の
ソ
フ
ト
化
、
サ
ー
ビ
ス
経
済

化
へ
の
変
化
を
裏
づ
け
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
経
済
化
の
進
展
は
、

変
動
の
大
き
い
サ
ー
ビ
ス
需
要
の
波
に
合
わ
せ
、

繁
閑
に
応
じ
た
労
働
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
弾
力

的
に
調
整
す
る
こ
と
が
可
能
な
雇
用
形
態
と
し

て
、
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
と
い
っ
た
非
正
規

従
業
員
と
い
う
形
で
働
く
市
民
を
増
加
さ
せ
る

大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
一
つ
の
動
き
と
し
て
こ
こ
数
年
注
目
さ

れ
て
い
る
の
が
、
企
業
に
よ
る
「
ア
ウ
ト
ソ
ー

シ
ン
グ
」
、
つ
ま
り
こ
れ
ま
で
自
社
内
で
行
っ
て

い
た
業
務
や
新
た
に
始
め
る
業
務
の
一
部
を
社

外
の
組
織
に
委
託
・
外
注
す
る
方
式
で
あ
る
。

　
ま
た
、
平
成
1
1
年
の
労
働
者
派
遣
法
の
改
正

に
よ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
「
派
遣
労
働
」
も
補
助

的
業
務
の
み
な
ら
ず
、
多
様
で
複
合
的
な
業
務

内
容
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

　
市
内
企
業
に
お
い
て
も
、
過
去
５
年
間
に

2
9
・
８
％
の
企
業
が
新
分
野
事
業
で
外
部
委
託

を
実
施
な
い
し
検
討
し
て
い
る
（
第
3
0
回
横
浜

市
景
況
・
経
営
動
向
調
査
　
平
成
1
1
年
）
。
こ
の

よ
う
な
企
業
の
動
き
に
対
応
し
て
、
「
派
遣
社

員
」
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
働
く
市
民
が
増
え
て

お
り
、
組
織
の
一
員
と
な
る
の
で
は
な
く
、
お

互
い
に
特
定
の
仕
事
の
単
位
で
関
わ
り
を
持
ち

合
う
、
と
い
う
新
た
な
働
き
方
と
し
て
注
目
さ

れ
る
。

　
た
だ
し
、
被
雇
用
者
の
労
働
条
件
な
ど
、
改

善
す
べ
き
課
題
も
多
い
、
と
い
え
よ
う
。

仕
事
・
職
業
へ
の
市
民
の
意
識

―
―
―
-
転
職
容
認
、
能
力
主
義
、

　
　
生
涯
現
役
志
向
へ

　
こ
う
し
た
雇
用
形
態
の
変
化
と
と
も
に
、
近

年
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
な
ど
を
背
景

に
、
働
く
こ
と
に
対
す
る
市
民
の
意
識
も
変
わ

り
つ
つ
あ
る
。

　
「
い
っ
た
ん
職
に
つ
い
た
ら
、
そ
の
仕
事
を
一

生
続
け
た
方
が
よ
い
」
と
答
え
た
市
民
は
3
2
・

９
％
（
平
成
1
2
年
度
市
民
意
識
調
査
）
で
あ
り
、

昭
和
6
2
年
度
の
同
調
査
の
結
果
（
4
5
・
９
％
）

と
比
べ
て
1
3
ポ
イ
ン
ト
下
が
り
、
職
業
へ
の
適

性
や
状
況
変
化
な
ど
に
合
わ
せ
て
転
職
す
る
こ

と
も
ひ
と
つ
の
選
択
で
あ
る
と
す
る
市
民
の
増

加
を
う
か
が
わ
せ
る
。

　
ま
た
、
「
多
少
不
満
が
あ
っ
て
も
大
き
な
組
織

の
中
に
い
れ
ば
安
心
だ
」
と
答
え
る
市
民
は

2
6
％
で
、
平
成
３
年
度
の
同
調
査
の
結
果

（
4
7
・
９
％
）
と
く
ら
べ
て
2
1
・
９
ポ
イ
ン
ト
下

が
っ
て
い
る
。

高
ま
る
女
性
の
就
業
意
識

　
横
浜
市
の
労
働
力
人
口
の
大
き
な
特
徴
は
、

女
性
の
労
働
力
率
の
低
さ
に
あ
り
、
全
国
や
他

の
政
令
指
定
都
市
と
比
較
し
て
も
低
い
水
準
に

あ
る
。

　
し
か
し
、
女
性
の
社
会
進
出
の
進
展
に
よ
り
、

昭
和
5
0
年
以
降
、
横
浜
市
に
お
い
て
も
女
性
の

労
働
力
率
は
上
昇
傾
向
に
あ
り
、
全
国
と
の
差

も
小
さ
く
な
っ
て
い
る
。

　
た
だ
、
働
く
女
性
、
働
き
た
い
女
性
が
増
加

し
て
い
る
一
方
で
、
現
実
の
就
業
環
境
は
必
ず

し
も
そ
う
し
た
女
性
た
ち
の
ニ
ー
ズ
を
十
分
に

受
け
と
め
る
状
況
に
は
い
た
っ
て
い
な
い
。

自
分
に
合
っ
た
働
き
方
を
し
た
い

ｌ
女
性
が
希
望
す
る
就
業
形
態

　
現
在
働
い
て
い
る
横
浜
市
民
の
女
性
は
、
働

く
理
由
と
し
て
「
生
計
を
維
持
・
補
助
す
る
た
め
」

を
最
も
多
く
あ
げ
（
4
9
・
８
％
）
、
つ
い
で
「
自
分

の
収
入
が
欲
し
い
」
（
3
5
・
８
％
）
、
「
自
分
の
能
力

や
資
格
を
生
か
し
た
い
」
（
3
0
・
０
％
）
、
「
社
会
と

の
つ
な
が
り
を
持
ち
た
い
」
（
3
0
・
３
％
）
を
あ
げ

て
お
り
（
平
成
1
2
年
「
女
性
の
就
業
に
関
す
る
調

査
」
）
、
家
計
や
自
分
の
経
済
的
理
由
で
働
く
場

合
が
最
も
多
い
が
、
自
己
実
現
や
社
会
と
の
関

わ
り
を
求
め
る
女
性
も
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。

仕事に対する市民の意識

９　第1章　市民生活の今



　
ま
た
、
市
民
の
女
性
が
仕
事
を
し
て
い
な
い

理
由
と
し
て
は
、
「
子
ど
も
の
世
話
を
す
る
た
め
」

（
4
5
・
３
％
）
、
「
希
望
通
り
の
仕
事
が
み
つ
か
ら

な
い
」
（
2
8
.
0
％
）
が
高
く
、
育
児
と
い
う
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
上
の
要
因
が
最
も
多
い
も
の
の
、

自
分
の
望
む
職
業
や
就
業
形
態
が
な
い
こ
と
も

大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

　
女
性
の
今
後
の
就
業
意
向
と
し
て
は
、
6
4
・

７
％
が
「
仕
事
に
つ
き
た
い
」
と
答
え
て
お
り
、

就
業
の
条
件
と
し
て
は
「
年
齢
制
限
の
緩
和
」

（
3
8
・
４
％
）
、
「
技
術
・
知
識
を
身
に
つ
け
る
こ

と
」
（
3
4
・
３
％
）
、
「
短
時
間
労
働
時
間
制
度
の

自
分
の
新
た
な
生
か
し
方

‐
仕
事
や
余
暇
と
の
関
わ
り
を
生
か
し
た
中
高
年
層
の
「
キ
ャ
リ
ア
」
と
生
き
が
い

　
サ
ン
ト
リ
ー
不
易
流
行
研
究
所
の
調
査
に
よ
る
と
、

最
近
の
傾
向
と
し
て
、
生
活
者
が
第
２
の
人
生
へ
の

準
備
に
入
る
時
期
が
3
0
～
4
0
代
な
ど
に
早
ま
っ
て
い

る
こ
と
、
後
半
生
に
展
開
す
る
活
動
が
き
わ
め
て
多

彩
に
な
っ
て
い
る
点
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
定
年
前
後
の
生
活
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し

て
い
る
大
都
市
居
住
の
男
性
層
を
対
象
と
し
た
こ
の

調
査
で
は
、
そ
の
成
功
の
大
き
な
要
因
と
し
て
、
単

に
現
役
時
代
に
で
き
な
か
っ
た
好
き
な
こ
と
を
行
う
、

と
い
う
だ
け
で
な
く
、
前
半
生
で
の
自
分
の
キ
ャ
リ

ア
や
蓄
積
を
後
半
生
の
活
動
に
お
い
て
何
ら
か
の
形

で
生
か
せ
る
か
ど
う
か
が
ひ
と
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
な

つ
て
い
る
、
と
い
う
。

　
そ
こ
で
は
、
体
育
教
師
が
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
教
育

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
つ
た
り
、
広
告
代
理
店
で
の
イ

ベ
ン
ト
企
画
の
ス
キ
ル
を
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
生
か

し
た
り
、
知
人
と
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
ビ
ジ
ネ
ス
を
起
こ

し
た
り
、
趣
味
で
書
い
て
い
た
詩
の
経
験
を
生
か
し

て
プ
ロ
の
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
に
な
る
な
ど
、
き
わ
め
て

広
い
意
味
で
培
わ
れ
た
「
キ
ャ
リ
ア
」
を
多
彩
な
か

た
ち
で
活
用
す
る
す
べ
を
自
分
な
り
に
発
見
し
て
い

こ
う
と
す
る
人
々
の
姿
が
み
ら
れ
る
。

自
分
に
合
っ
た
仕
事
と
出
会
い
た
い

若
年
フ
リ
ー
タ
ー
の
増
加
と
求
め
ら
れ
る
支
援

　
学
校
を
卒
業
し
て
も
正
職
員
に
な
ら
ず
、
ア
ル
バ

イ
ト
な
ど
を
続
け
て
い
く
若
年
層
、
い
わ
ゆ
る
「
フ

リ
ー
タ
ー
」
は
珍
し
く
な
い
存
在
に
な
っ
た
。
厚
生

労
働
省
は
、
「
1
5
～
3
4
歳
の
ア
ル
バ
イ
ト
ま
た
は
パ
ー

ト
で
働
く
人
」
を
「
フ
リ
ー
タ
ー
」
と
呼
び
、
そ
の

数
は
、
平
成
９
年
に
全
国
で
１
５
１
万
人
に
達
し
た
、

と
し
て
い
る
。
（
平
成
９
年
／
総
務
庁
「
就
業
構
造

基
本
調
査
」
よ
り
労
働
省
算
出
。
省
庁
名
は
当
時
）

　
経
済
の
低
成
長
化
に
よ
り
正
職
員
を
削
減
し
、
パ

ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
、
派
遣
社
員
な
ど
割
安
な
労
働

力
に
切
り
替
え
る
企
業
雇
用
の
変
化
や
、
生
活
者
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
な
ど
を
背
景
に
、
い
わ

ゆ
る
「
新
卒
就
職
・
終
身
雇
用
」
と
い
う
標
準
コ
ー

ス
的
な
就
職
の
あ
り
方
は
流
動
化
し
つ
つ
あ
る
。

　
日
本
労
働
研
究
機
構
の
「
フ
リ
ー
タ
ー
の
意
識
と

実
態
調
査
」
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
フ
リ
ー
タ
ー
の

あ
り
方
も
多
様
に
な
っ
て
い
る
。
フ
リ
ー
ダ
ｌ
の
出

現
が
注
目
さ
れ
た
「
バ
ブ
ル
経
済
」
期
の
8
0
年
代
後

半
に
は
、
「
組
織
に
縛
ら
れ
ず
将
来
の
夢
を
追
う
」
タ

イ
プ
や
、
「
中
退
や
卒
業
時
の
進
路
決
定
を
先
延
ば

し
す
る
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
」
タ
イ
プ
が
目
立
つ
た
が
、

経
済
の
低
迷
に
よ
り
、
9
0
年
代
に
人
つ
て
、
「
適
切

な
就
職
先
が
な
く
、
や
む
を
え
ず
ア
ル
バ
イ
ト
に
甘

ん
じ
る
」
タ
イ
プ
が
増
え
て
い
る
と
い
う
。

　
フ
リ
ー
タ
ー
の
増
加
現
象
に
は
、
厳
し
い
労
働
市

場
の
状
況
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
こ
と
に
留
意
す

る
必
要
が
あ
る
。
一
方
で
、
若
年
層
の
精
神
的
・
経

済
的
自
立
の
遅
れ
の
要
因
も
あ
る
。
「
パ
ラ
サ
イ
ト
ー

シ
ン
グ
ル
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、
子
ど
も
は
い
つ

ま
で
も
親
の
す
ね
を
か
じ
ろ
う
と
し
、
親
も
同
居
し

て
く
れ
る
子
ど
も
を
手
放
さ
な
い
と
い
う
親
子
の

「
甘
え
」
の
関
係
で
あ
る
。

　
他
方
で
、
産
業
構
造
の
大
き
な
変
化
の
中
で
、
適

職
と
の
出
会
い
に
一
定
の
時
間
を
要
し
た
り
、
モ
デ

ル
と
す
べ
き
今
後
の
職
業
人
像
が
提
示
さ
れ
て
い
な

い
、
と
い
っ
た
社
会
全
体
と
し
て
受
け
と
め
る
べ
き

問
題
も
あ
る
。

横浜市民の女性の労働力率の上昇 横浜市民の女性が働く理由

横浜市民の女性が仕事をしていない理由 横浜市民の女性が今後、就業する条件
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導
入
」
（
2
8
・
５
％
）
の
順
に
な
っ
て
い
る
。

　
希
望
す
る
就
業
形
態
と
し
て
は
、
「
パ
ー
ト
タ

イ
マ
ー
・
ア
ル
バ
イ
ト
」
が
5
5
・
３
％
と
最
も

多
く
、
つ
い
で
「
正
規
の
職
員
・
従
業
員
」

（
2
2
・
２
％
）
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
「
パ
ー

ト
ー
ア
ル
バ
イ
ト
、
派
遣
労
働
者
を
し
て
い
る

理
由
」
と
し
て
は
、
『
勤
務
日
、
勤
務
時
間
帯
を

自
分
の
都
合
に
合
わ
せ
ら
れ
る
か
ら
』
が
5
0
・

９
％
と
過
半
数
を
占
め
て
い
る
（
平
成
1
2
年
度

女
性
の
就
業
に
関
す
る
調
査
）
。

　
現
在
仕
事
に
つ
い
て
い
な
い
女
性
の
ほ
ぼ
３

人
に
２
人
が
「
働
き
た
い
」
と
い
う
希
望
を
持

っ
て
お
り
、
ま
た
そ
の
た
め
に
技
術
や
知
識
を

身
に
つ
け
た
い
と
い
う
前
向
き
の
姿
勢
を
示
す

人
が
少
な
く
な
い
中
で
、
育
児
を
終
え
た
段
階

で
（
再
）
就
職
し
た
り
、
自
分
の
自
由
に
な
る

生
活
時
間
帯
に
あ
わ
せ
て
働
け
る
と
い
っ
た
就

業
環
境
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　
年
齢
制
限
な
ど
の
応
募
条
件
や
就
業
時
間
な
ど

の
就
業
形
態
の
点
で
、
働
き
た
い
女
性
の
ニ
ー
ズ

に
あ
っ
た
雇
用
の
確
保
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

望
ま
れ
る
高
齢
者
の
雇
用
の
場

‐
‐
高
齢
者
の
就
業
状
況
と
就
業
意
識

　
高
齢
化
社
会
を
迎
え
た
現
在
、
年
を
と
っ
て

も
社
会
の
第
一
線
で
働
き
た
い
、
と
い
う
市
民

の
ニ
ー
ズ
も
高
ま
っ
て
い
る
。

　
平
成
1
2
年
現
在
、
横
浜
市
の
高
齢
者
が
仕
事

を
し
て
い
る
割
合
は
、
6
0
代
前
半
で
男
性
が

6
8
・
７
％
、
女
性
が
3
2
・
７
％
と
な
っ
て
お
り
、

7
0
代
前
半
に
な
る
と
男
性
が
3
6
・
０
％
、
女
性

が
1
2
・
１
％
と
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
中
年

層
も
含
め
て
6
0
歳
以
降
の
就
業
ニ
ー
ズ
を
た
ず

ね
る
と
、
4
5
～
7
4
歳
ま
で
の
市
民
で
男
性
の

8
5
・
４
％
、
女
性
の
5
6
・
５
％
が
「
働
き
た
い
」

と
答
え
て
い
る
。

　
今
後
、
年
金
制
度
の
見
直
し
に
よ
り
6
0
歳
を

超
え
て
も
引
き
続
き
仕
事
を
し
た
い
と
い
う
ニ

ー
ズ
が
今
以
上
に
高
ま
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
経
済
的
理
由
の
他
に
も
、
生
き
が

い
や
健
康
維
持
を
理
由
と
し
た
就
業
ニ
ー
ズ
が

あ
り
、
高
齢
者
の
多
様
な
就
業
の
場
の
確
保
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

適
職
と
の
出
会
い
を
求
め
て

　
　
若
年
層
の
進
学
・
就
業
状
況
と

　
　
就
業
意
識

　
就
業
環
境
の
変
化
と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多

様
化
は
若
年
層
の
就
労
に
も
大
き
な
影
響
を
与

え
て
い
る
。

　
市
内
高
卒
者
の
大
学
進
学
率
は
、
平
成
1
3
年

３
月
の
時
点
で
5
1
・
３
％
と
過
去
最
高
を
記
録

し
て
い
る
が
、
一
方
で
、
そ
の
就
職
率
は
７
・

８
％
と
過
去
最
低
を
記
録
し
て
い
る
。
特
に
、

卒
業
し
て
も
進
学
も
就
職
も
し
な
い
、
い
わ
ゆ

る
無
業
者
の
比
率
は
1
4
・
６
％
と
、
就
職
者
の

２
倍
近
く
に
達
し
て
い
る
（
学
校
基
本
調
査
）
。

　
1
0
年
前
の
平
成
３
年
の
時
点
で
は
、
大
学
進

学
率
が
2
8
・
４
％
で
就
職
率
が
2
0
・
９
％
、
無

業
者
は
９
・
８
％
だ
っ
た
か
ら
、
こ
の
1
0
年
間

で
進
学
率
は
2
2
・
９
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
た
の
に

対
し
て
、
就
職
率
は
1
3
・
１
ポ
イ
ン
ト
低
下
、

無
業
者
の
比
率
は
４
・
８
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
た

こ
と
に
な
る
。

　
ま
た
、
大
学
生
の
就
職
率
も
全
国
的
に
低
い

状
況
と
な
っ
て
い
る
。
平
成
１
３
年
春
の
全
国
の

大
卒
者
の
就
職
率
は
5
7
・
３
％
で
あ
り
、
神
奈

川
県
内
の
大
学
の
就
職
率
を
み
て
も
5
9
.
9
％

と
６
割
を
切
っ
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。
ほ

ぼ
1
0
年
前
に
あ
た
る
平
成
２
年
の
時
点
で
、
県

内
大
学
生
の
就
職
率
は
8
5
・
７
％
で
あ
っ
た
か

ら
、
1
0
年
間
で
実
に
2
6
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
た
こ

と
に
な
る
。

　
反
対
に
、
進
路
未
定
の
大
卒
無
業
者
は
、
県

内
大
学
で
1
7
・
５
％
（
全
国
で
2
1
・
３
％
）
で

あ
り
、
一
時
的
な
仕
事
に
つ
い
た
者
５
・
１
％

（
全
国
で
は
３
・
９
％
）
を
加
え
る
と
、
実
に
大

卒
者
の
４
人
に
１
人
が
大
学
卒
業
時
点
で
自
分

の
進
路
が
固
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。

　
経
済
低
迷
の
中
で
、
雇
用
情
勢
は
厳
し
さ
を

増
し
て
お
り
、
3
0
歳
未
満
の
就
労
者
の
離
職
率

の
高
さ
を
含
め
て
考
え
る
と
、
若
年
層
の
就
労

観
や
働
く
こ
と
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と

人
生
設
計
の
あ
り
方
が
大
き
く
変
化
し
つ
つ
あ

る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

多
様
化
す
る
人
生
設
計
に
対
応
し
た

雇
用
・
起
業
の
機
会
を

地
域
に
求
め
ら
れ
る
多
様
な
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
の
受
け
皿

　
同
じ
年
代
で
も
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の
展
開
が
人
に

よ
っ
て
異
な
り
、
人
生
設
計
の
あ
り
方
も
「
標
準
コ

ー
ス
」
ば
か
り
だ
け
で
は
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
今
後
、

人
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
の
進
み
方
に
あ
わ
せ
、
市
民
が

多
様
な
ス
タ
イ
ル
で
働
け
る
柔
軟
な
就
業
環
境
づ
く

り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
今
後
の
横
浜
に
は
、
雇
用

を
産
み
出
す
産
業
の
あ
り
方
と
し
て
、
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
や

さ
ま
ざ
ま
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
、
地

域
や
市
民
と
結
び
つ
き
、
多
様
な
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル

を
受
け
と
め
る
新
た
な
産
業
や
業
態
が
創
出
さ
れ
て

い
く
こ
と
が
望
ま
れ
よ
う
。

　
特
に
、
就
業
意
向
の
高
い
女
性
に
対
し
て
は
、
結

婚
や
出
産
で
の
休
・
退
職
後
も
、
正
社
員
は
も
と
よ

り
、
パ
ー
ト
や
派
遣
社
員
な
ど
、
自
分
の
生
活
に
合
っ

た
働
き
方
で
（
再
）
就
職
で
き
る
雇
用
の
し
く
み
を

も
っ
た
職
場
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
リ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

に
よ
る
企
業
組
織
の
ス
リ
ム
化
と
人
員
採
用
減
に
よ

っ
て
就
職
が
で
き
ず
、
ま
た
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
パ
ー

ト
な
ど
臨
時
雇
用
の
増
加
で
、
正
規
雇
用
で
は
な
く
、

流
動
的
な
労
働
力
と
な
る
若
年
層
が
増
加
し
て
い

る
。
　
青
年
期
の
長
期
化
は
欧
米
諸
国
な
ど
で
も
共
通
に

見
ら
れ
る
傾
向
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
就
業
環
境

の
変
化
の
中
で
、
若
年
層
が
一
定
期
間
は
自
分
が
目

指
す
「
職
業
人
像
」
を
模
索
し
、
適
職
を
見
き
わ
め

て
か
ら
、
そ
の
後
に
安
定
的
な
職
業
生
活
に
入
る
こ

と
が
で
き
る
な
ど
、
家
族
や
地
域
全
体
が
支
援
し
て

い
く
こ
と
も
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
企
業
や
地
域
に
お
い
て
も
、
職
業
人
と
し
て
通
用

す
る
能
力
を
身
に
つ
け
自
立
す
る
た
め
の
生
涯
学
習

や
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
な
ど
学
び
の
場
の
充
実
が
求
め

ら
れ
よ
う
。

11　第1章　市民生活の今
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